
長泉麗峰山の会・山行報告書                  文・斎藤  写真・後藤 

山行番．  NO.2086-2 

日 時  2025 年 06 月 06 日（金）晴 

山 域  頚城・雨飾山（1963ｍ） 

コース  起床 4:00-雨飾高原キャンプ場登山口 6:05-ブナ平 7:11-荒菅沢 8:07-黒沢尾根-笹平 10:13 

          -雨飾山（昼食）10:57～11:23-登山口 15:40-神城「水車小屋」泊 

標高差  登山口約 1160ｍ～雨飾山 1963ｍ＝約 803ｍ 

難易度  非常に困難  困難  やや困難  レ普通  やや易しい  易しい 

やっぱり郭公は鳴いていた 

ど～が～ https://susono-reihou.babyblue.jp/00-68mp4.mp4 

参加者  後藤、峰田、伊藤、斎藤＝4 名 

 

今年は残雪が多かった 

 宿泊した塩の道温泉「ホワイト・クリフ」4 時起床。朝食を簡単に済ませ 5 時少し前に

出発。朝日が眩しく清々しい。 

 5 時 50 分、雨飾高原キャンプ場に到着。設備の良いトイレに感激し、身支度を整え出発。

歩き始めてすぐ木道のある湿地帯に出た。丁度、見ごろの水芭蕉が大量にお出迎え。私は

水芭蕉が初めてなので感激。 

 雪解け水の滝を横目に 2/11（11 分の 2）の雨飾山への案内板。登山道は、ぬかるみ・岩

場・雪渓と状態がなかなか厳しい。 

 

 
水芭蕉の木道                立金花（リュウキンカ） 

 

 所々に可愛い花が咲いていて歩きづらいが、苦しい山道でホッとさせてくれる。雪渓は

ベンガラでルートが施されていて、迷わず進むことが出来るが足場が悪く、私の 6 本アイ

ゼンでは滑りやすく、一歩一歩踏み込んで歩かなければならない。 

 ちょっと軽く踏み出せば、すぐ滑ってしまう。木の根や笹に掴まりながら、急登が続く

道を苦しみながら、遅れないように皆に必死について行く。 



 

ブナの向こうに妙高山が現われた 

 
荒菅沢 

 

振り返ると息をのむ絶景。雪が残る美しい山々。新緑のブナ林。可憐な高山植物。ドキ 

ドキしながら幾つもの雪渓を横切って進む。9/11 の案内板。空が見えて来た。稜線に出る。

笹平に到着。展望はいい。「でも、まだあの先の杭（山頂標識）の見える所までだよ」と I

さん。 

 疲れて上がらなくなった脚を無理やり動かして最後の岩場を必死で上る。やっと山頂到

着。ワ～イ・・・思わず山頂の標識にハグ。ここまで連れて来てくれありがとう。ここに

来なければ見ることが出来ない景色にしばし感動。遥か彼方に日本海が見える。何て綺麗

な景色なんだろう。 



 

白根葵 

 
白山一華                  片栗 

 

 これだから山登りは苦しくても辞められない。山頂で簡単な昼食を食べる。北峰には石

祠と石仏が祭られ、無事に下山出来ることをお願いしました。名残惜しいが美しい景色に

お別れし山頂を後にする。 

 下りも岩場が険しく上りより下りが怖い位で、慎重に降りなければならない。雪渓も何

度も滑って転びながら、やっとも思いで登山口まで降りて来た。 

 私にとって今回は、厳しく困難な登山でしたが、岩鏡・片栗・白山一華・白根葵・大亀

の木の花・立金花・燕万年青（ツバメオモト）・紫八汐躑躅（ムラサキヤシオツツジ）・越



後雉筵（エチゴキジムシロ）など、美しい花々と素晴らしい景色に感動の思いで深い一日

になりました。 

 

その他の記述（後藤） 

１． 宿のホワイト・クリフ、昨年の価格は 8500-。今年は 11000-。夕食・弁当は、冷凍が多く良く

なかった。悔しいので宿代 400-、浴衣 400-をまけさせた。 

２． 登山口までの林道は、今年は残雪が多く、前日の 6/4 にやっと開通した。理由は、林道に除雪

車が入れなく、自然融雪に任せてあるとのこと。 

３． 登山口下の湿原、今年は季節が遅れ残雪も多く、二輪草・菊咲一華など咲いていなかった。山

も同様で花種類は少なかった。ただ、蕗の薹はちょうど良かった。 

４． この日、登山者は少なかった。黒沢尾根上部で下って来たオジサンは 5:30 に出たといった。

靴はズック・ストックもなかった。 

５． この時期、アイゼンは最低でも 10 本必要。また、腐れ雪で「チエーン」はダメ。 

６． やっぱり郭公は鳴いていた。この声を聞くと、「夏山が来た」と感じる。 

７． 装備は下界でシッカリ熟知すること。山（現場）で「ドウのコウの」しない。 

８． 山を「意地」で上るのはご法度。山は無理が出来るほど甘くない。「無理」をすれば「道理」

がへこむ。 

９． 荒菅沢源頭の（雪）ブロックが凄かった。こんなのを食らったら一発でお終い。 

10. 下山が遅く、昨年、寄った蕎麦屋「蛍」は行けなかった。「オタリアン・ジェラート」は、女子

がしっかりゲット。 

11. この店で小谷産「あきたこまち」5kg＝3500-を三名ゲットした。 

12. 温泉は白馬「倉下の湯」に入った。800-。貸し切りだった。結果、「水車小屋」は 500- 

値引きしてくれた。 

13.「水車小屋」の布団は山小屋サイズの幅狭布団。寝返りを打つと脱線してしまう。 

 

無風快晴、誰も居ない山頂で万歳！！ 



  

 

2024 年の荒菅沢源頭＝登山道に雪は少ない 

 

 左・水車小屋 

 

 

202 年の荒菅沢 

源頭 

登山道は雪の下 

左下・白線が登山

道 


